












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Giunt' è la Primavera e festosetti
La Salutan gl' Augei con lieto canto,
E i fonti allo Spirar de' Zeffiretti
Con dolce mormorio Scorrono intanto
Vengon' coprendo l'aer di nero amanto
E Lampi, e tuoni ad annuntiarla eletti
Indi tacendo questi, gl' Augelletti












E quindi sul fiorito ameno prato
Al caro mormorio di fronde e piante
Dorme 'l Caprar col fido can' à lato.
<Allegro>
Di pastoral Zampogna al suon festante
Danzan Ninfe e Pastor nel tetto amato
Di primavera all'apparir brillante.
“L'estate　Summer　夏”
<Allegro non molto>
Sotto dura stagion dal sole accesa
Langue l’huom, langue ‘l gregge, 
ed arde ‘l pino,
Scioglie il cucco la voce, e tosto intesa
Canta la tortorella e ‘l gardellino.
Zeffiro dolce spira, ma contesa
Muove Borea improvviso al suo vicino;
E piange il Pastorel, perché sospesa
Teme fiera borasca, e ‘l suo destino;
<Adagio>
Toglie alle membra lasse il suo riposo
Il timore de’ lampi, e tuoni fieri
E de mosche, e mosconi il stuol furioso:
<Presto>
Ah che pur troppo i suoi timor sono veri
Tuona e fulmina il cielo grandinoso
Tronca il capo alle spiche e a’ grani alteri.
“L'autunno　Autumn　秋”
<Allegro>
Celebra il Vilanel con balli e Canti
Del felice raccolto il bel piacere
E del liquor di Bacco accesi tanti
Finiscono col Sonno il lor godere
<Adagio>
Fa' ch' ogn' uno tralasci e balli e canti
L' aria che temperata dà piacere,
E la Staggion ch' invita tanti e tanti
D' un dolcissimo sonno al bel godere.
<Allegro>

































Con corni, Schioppi, e cani escono fuore
Fugge la belva, e Seguono la traccia;
Già Sbigottita, e lassa al gran rumore
De' Schioppi e cani, ferita minaccia
Languida di fuggir, mà oppressa muore
“L'inverno　Winter　冬”
<Allegro non molto>
Agghiacciato tremar tra nevi algenti
Al Severo Spirar d'orrido Vento,
Correr battendo i piedi ogni momento;
E pel Soverchio gel batter i denti;
<Largo>
Passar al foco i dì quieti e contenti
Mentre la pioggia fuor bagna ben cento
<Allegro>
Caminar sopra il ghiaccio, e a passo lento
Per timor di cader girsene intenti
Gir forte Sdrucciolar, cader a terra　　　　
Di nuovo ir sopra'l ghiaccio e correr forte
Sin ch'il ghiaccio si rompe, e si disserra;
Sentir uscir dalle ferrate p/orte
Scirocco, Borea, e tutti i venti in guerra
Quest'è'l verno, ma tal, che gioia apporte.
幕間⑦
　バッハとアンナ
アンナ「自分の曲にこんなソネットを付けたのは初めてよね」
バッハ「それぞれにふさわしい１４行詩を書き添えたのは、自信の表れだろう」
アンナ「イメージ通りに曲を書き上げることができたっていうこと？」
バッハ「マルチェロなら、驕りの表れ、とでも言うだろうが、曲の完成度は誰の目にも明
　　らかだ」
アンナ「まさに絶頂期を代表する曲になったわけね」
バッハ「そうだ。彼は登り詰め、頂上を極めた」
アンナ「聴衆からも高い評価を受けたのよね」
バッハ「ヨーロッパすべてが彼を称えた。しかし、どんな人間もずっと頂上に立ち続ける
　　ことはできない」
アンナ「後に続くのは下り坂」
バッハ「一番初めに陰りを見せたのは彼を育んだベネチアだった」
アンナ「相変わらずオペラは上演され続けてたじゃない」
角笛と鉄砲を持ち、猟犬たちを連れて。
けものはすでにおびえ、騒がしい。
鉄砲の音と犬の声に
疲れ果て傷つき、おののいている。
もはや逃げる力もなく、追い詰められて倒れる。
冷たい雪の中の凍りつくような寒さ。
吹きすさぶ荒々しい風の中を行く。
絶え間なく足踏みしながら走り、
あまりの寒さに歯の根が合わない。
炉端で静かに満ち足りた日々を送り、
その間、外では雨が万物をうるおす。
ゆっくりとした足取りで氷の上を歩く。
転ばないように注意深く進んでゆく。
乱暴に歩いて、すべって倒れる。
また起き上がって、氷の上を激しい勢いで走る。
氷が砕け、裂け目ができるほど激しく。
閉ざされた扉の外に出て、
南風、北風、あらゆる風が戦っているのを聴く。
これが冬なのだ。でも、何という喜びをもたらすのだろう。
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バッハ「1725年から35年までの10年間に10作もだ」
アンナ「人気があったから続いてたんじゃないの？」
バッハ「評価は一気に萎むものじゃない。一本目で違和感を覚えても、二本目で戻ること
　　を期待する。それが積み重なっていって、次第に期待を失望が上回っていくんだ」
アンナ「一つ一つの作品の出来とかかわらずに？」
バッハ「人間っていうのは飽きっぽいものだ。どんなに素晴らしいものでも続けて見せら
　　れれば、飽きてしまう。現に１７３４年に上演された『オリュンピアス』は、最高傑
　　作の一つだ」
アンナ「次の年にはゴルドーニと知り合って、弱かったセリフもうまく入れられるように
　　なったのよね」
第１０幕　アントニオ書斎　１７３５年　アントニオ５７歳
　必死に台本を書いているアントニオのところへカルロ・ゴルドーニ（２８）がやってく
　る。
カルロ「マエストロ？」
アントニオ「『旦那様！わたくしのことについては、旦那様が一段と、その名誉に添い、
　　お心が休まると思し召すとおりになさってくださいませ』」
カルロ「夫に自分の身分について、悪いうわさが立っていると聞かされたグリゼルダのセ
　　リフですね」
アントニオ「『なぜなら私は、あの方々よりも身分の低い者であることや、あなたがご親
　　切にも私に授けてくださったこの名誉に、自分が値しない者であったことを存じてお
　　りますので、どんな措置を受けましても満足でございます』満足なものか！長すぎ
　　る！」
カルロ「『殿の御心のままに。私を引き上げてくださったのは殿、今後私をどうなさるか
　　も殿次第』
　カルロの言いなおしを急いでメモに取るアントニオ。
アントニオ「『奥様、私はもし自分が命を落としたくないと思ったら、ご主人の命令通り
　　にいたさねばなりません』」
カルロ「理不尽な命令を受けた従者のセリフ！」
アントニオ「『ご主人が私に命令なさったことは、私が奥様のお嬢様を取り上げて、そう
　　して…』」
カルロ「『しがない従者のこの身、主が赤子を奪えと命ずれば…逆らえば命に関わりま
　　す』」
　再び書き写すアントニオ。
アントニオ「見事だ！お若いの、君はどこから湧いて出た？」
カルロ「カルロ・ゴルドーニというしがない物書きでございます。今宵は一目マエストロ
　　にお目にかかろうと参上仕りました」
アントニオ「そういえば、アンナが誰か来ると…」
カルロ「お邪魔でしたら、出直して」
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アントニオ「邪魔なものか！アンナ！パオリーナ！ワインだ！この優れた若者との出会い
　　を祝うんだ！」
　アンナと妹のパオリーナワイングラスを持って登場。
アントニオ「アンナは知っているな。こっちは妹のパオリーナだ」
カルロ「初めまして、物書きの…」
アントニオ「何を言っておる、今日から君はわしのパートナー、列記としたオペラ台本作
　　家のカルロ…？」
カルロ「カルロ・ゴルドーニです」
アントニオ「偉大なるオペラ作家、カルロ・ゴルドーニの誕生を祝して、乾杯だ！アン
　　ナ、音頭をとれ」
アンナ「マエストロ、そんなにはしゃいで、お体に触りますよ」
アントニオ「ついさっきまでわしは絶望の淵に立っておった。息も絶え絶え、彼が入って
　　きたことにも気づかぬほど憔悴しきっておったのじゃ。それがこの若者のおかげで蘇
　　った。気分は上々じゃ」
パオリーナ「ほんとに！こんな元気なマエストロを見るのは、一か月ぶりですわ」
アントニオ「そんなに長く？」
パオリーナ「あちこち飛び回って、お体はボロボロ、毎晩ベッドに倒れこんでいらした」
カルロ「それほどとは…」
アントニオ「何を大げさに。この通り、わしはぴんぴんしとる！」
アンナ「わかりましたから、では改めて、カルロさんとの出会いを祝して、乾杯！」
全員「乾杯！」
　暗転。
幕間⑧
　バッハとアンナ。
アンナ「楽しそうじゃないの」
バッハ「どんなに辛い時でもそれなりの喜びはあるものだ。ベネチアで人気に陰りが出初
　　めても、フィレンツエ、ローマ、オーストリア、フランス、遠くなればなるほど、陰
　　りが薄らいで、むしろ、栄光の光に包まれていた」
アンナ「逃げ道があったようね」
バッハ「そこへ逃げ込んで、時代の波が自分とずれていくのがわからなかったんだろう。
　　彼は、ルイ１５世やカール六世に愛され、多くの王侯貴族と親しく言葉を交わしてい
　　た」
アンナ「でも、貴族にはなれなかったのよね」
バッハ「それを望んでいたわけじゃない」
アンナ「じゃあ何を目指していたの？」
バッハ「一度トップを走ったランナーは、常にトップを走りたがる。過去の栄光を捨てき
　　れないんだ」
アンナ「もう５０を過ぎてるのに？」
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バッハ「流行り、というのは恐ろしいものだ。同じ人間が、作り続けられるものじゃない」
アンナ「彼は、それを望んでたの？」
バッハ「彼の不幸は、新たな曲を作れたことかもしれないな」
アンナ「自分では新しいと思って作っても…」
バッハ「世間は、そこに古さを感じてしまう。気づかないのは本人だけだ」
アンナ「はっきりした欠点ではないのね」
バッハ「だからほころびは奇妙なところからやってくる」
第１１幕　ヴェネチア　１７３７年　アントニオ５９歳
　食事の支度をしているアンナとパオリーナ。下手から入ってくるアントニオ。
アンナ「マエストロ？」
アントニオ「もうおしまいだ」
パオリーナ「何をおっしゃいます。フェルラーラでの公演にも目途がたったのでしょ
　　う？」
アントニオ「仮に、できたとしても、わしには何もできん」
アンナ「どうしてです？マエストロの作品でしょ？」
アントニオ「わしは、司祭の務めを果たしていないそうだ…」
パオリーナ「なにを今さら、」
アンナ「誰がそんなことを…」
アントニオ「フェルラーラの枢機卿、トマゾ・ルッフォだ」
　上手に現れる枢機卿とダラゴナ公爵。
枢機卿「このヴィヴァルディというのは司祭だと聞いているが」
公爵「はい、ヴェネチアで任命されておりますが」
枢機卿「で、今はどの教会でミサを？」
公爵「彼は平服の在野司祭ということで」
枢機卿「しかし、聖職者であることに変わりはなかろう」
公爵「確かに」
枢機卿「その男がなぜ、このフェルラーラでのオペラ興行を仕切っておるのじゃ？」
公爵「彼は、ピエタの音楽教師でもありまして、作曲も手掛けて…」
枢機卿「ピエタの慈善院のために働き、曲を献呈するのと、このフェルラーラで、オペラ
　　の興行を打ち、金を受け取ろうとするのは、まったく関係がない」
公爵「はっ、ですが、今回のオペラは彼の作品でもありますし、主役も彼が連れて」
枢機卿「アンナ・ジローとか申す者だな？」
公爵「はい」
枢機卿「この男のところで暮らしておる、と聞いているが」
公爵「妹と一緒に身の回りの世話を」
枢機卿「修道女じゃあるまい」
公爵「違いますが、長年、付き従っておりまして」
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枢機卿「聖職者を辞する気はあるのか？」
公爵「それは…」
枢機卿「もし還俗する気がないのなら、わしはこのヴィヴァルディなる者が、この地に入
　　ることを禁ずる」
公爵「でもそれでは、公演が…」
枢機卿「ダラゴナ公爵、君はこの公演の出資者じゃったな？」
公爵「はい」
枢機卿「既にいくらかつぎ込んだのか？」
公爵「それはすべて、ヴィヴァルディが…」
枢機卿「では、何も問題はあるまい。上演中止となった時の損害は、これまでの罪への報
　　いとなるわけだ。そもそも謝肉祭に聖職者が活動することすら許しがたい。良いな、
　　ヴィヴァルディをこのフェルラーラへ招くことはまかりならんぞ！」
　暗転。下手にアントニオ。
アントニオ「私が司祭としての務めを行っていないのも、ジロー姉妹を旅に同行させてい
　　るのも、ひとえに病弱の身だからです」
　暗転。
幕間⑨
　バッハとアンナ
アンナ「まったく奇妙なところからのしっぺ返しね」
バッハ「アントニオは、評判の落ちてきたベネチアから、本拠地をフェルラーラに移そう
　　としていたんだ」
アンナ「近すぎたんじゃないの？」
バッハ「そうだな。かつては教皇も多めに見たことを枢機卿ごときに禁じられ、相当落ち
　　込んだようだ」
アンナ「結局オペラはどうなったの？」
バッハ「アントニオ抜きで上演された」
アンナ「評判は？」
バッハ「散々だ。アンナ・ジローは出ないし、レチタティーボのバックのチェンバロがボ
　　ロボロで、露骨にけなされた」
アンナ「弱り目に祟り目ってとこね」
バッハ「しかし、ここで完全に打ちのめされていれば、その後の人生が変わったかもしれ
　　ない」
アンナ「また支持者が現れたのね」
バッハ「１７３９年１２月、ポーランド君主ザクセン選定候の王子フリードリッヒ・クリ
　　スティアンが、アントニオの演奏を聴くためにベネチアを訪れた」
アンナ「その頃はもうピエタをやめてたんじゃなかったかしら」
バッハ「その前の年にやめてた。しかしお祭り好きのベネチアは王子を歓迎し、アントニ
　　オを指揮者に据えて、ピエタで大演奏会を開いたんだ。翌年の三月には、慈善院のた
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　　めにシンフォニアと二曲の協奏曲を献呈してる」
アンナ「義理堅いのね」
バッハ「アントニオはベネチアを離れる決意を固めてたんだ」
アンナ「どこへ行こうと？」
バッハ「ドレスデンだ。彼の音楽をわざわざ求めてベネチアまでやってきたフリードリッ
　　ヒ王子を頼ったんだ」
アンナ「でも亡くなったのは…」
バッハ「ウィーンだ」
第１２幕　サトラー家　ウイーン　１７４１年７月２８日　アントニオ６３歳。
　ベッドに寝かされているアントニオ。その横にアンナとパオリーナ。
アンナ「マエストロ、ここは寂しすぎます。ご領主様が亡くなったとはいえ、ウィーンに
　　もお知り合いは大勢いらっしゃるじゃありませんか」
アントニオ「アンナ、いいんだ、誰を頼ったところで、残された時間に変わりはない」
パオリーナ「マエストロ！お医者様を！」
アントニオ「パオリーナ、今日までのこと、本当に感謝している」
アンナ「マエストロ！」
アントニオ「アンナ、最後の頼みだ。葬儀はひっそりと頼む」
アンナ「そんな、マエストロにふさわしいものを」
アントニオ「派手な舞台は十分見てきた。それにどんなに壮麗な葬儀でも、わし自身が見
　　ることはかなわぬ」
パオリーナ「でも、お慕いしている皆さんが…」
アントニオ「もう、誰もわしを必要とはしていない」
アンナ「そんなこと、私たちは」
アントニオ「お前たちはもう、立派に生きていける。そうすることで、わしの誠実さが
　　…」
パオリーナ「マエストロ、もうお話は…」
アントニオ「もう十分だ。栄光の日々を思って、旅立っていけ…る」
二人「マエストロ！」
タイトル「アントニオ・ヴィヴァルディの遺体は彼の望み通り、質素な葬儀の後、
　　小さな墓地に埋葬され、その後、二百年も忘れ去られた」
エピローグ　ベルリン・ジングアカデミー　１８２９年３月１１日　
タイトル　マタイ受難曲　バッハの私語始めてメンデルスゾーンの指揮で演奏。
　指揮を終えたメンデルスゾーンが現れる。
　拍手とともにやってくるシューマン。
シューマン「フェリックス、君はバッハのすばらしさを改めて感じさせてくれた。ありが
　　とう」
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フェリックス「理論派のロベルト・シューマンにわかってもらえて光栄だ。私たちは、彼
　　の業績にもっと早くきづくべきだったんだ」
　暗転。
タイトル　このバッハの再発見が、ヴィヴァルディの業績の再評価につながった。一度に
　　５万ドゥカート以上も稼いだが、その無秩序な浪費のため、ウイーンで貧困のうちに
　　死ぬことになった男は、２０世紀に復活し、今なお多くの国でそのファンを増やして
　　いる。
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